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に
出
さ
れ
た
司
教
教
書
の
目

標
の
第
３
番
目
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
研
修
会

は
、
昨
年
は
名
古
屋
市
内
の

ホ
テ
ル
を
会
場
に
１
泊
２
日

で
行
わ
れ
た

が
、
今
年
は

そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
１
日

で
で
き
る
よ

う
に
圧
縮
し

て
コ
ン
パ
ク

ト
な
研
修
会

と
な
っ
た
。

ま
た
今
回
は

参
加
者
を
限

定
せ
ず
、
名

古
屋
教
区
の

ど
の
小
教
区

か
ら
も
希
望

者
は
だ
れ
で

も
参
加
で

き
る
よ
う
に

し
、
60
人
の

参
加
者
が
あ
っ
た
。

研
修
会
は
参
加
者
が
９

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
教
会
に
通
う
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
」
を
糸
口
に
自

己
紹
介
を
し
、「
ど
う
し
て

神
を
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
？
信
仰
を
持
つ
こ

と
で
、
悩
ん
だ
り
困
っ
た
こ

と
は
あ
る
か
？
」
な
ど
の
問

い
か
け
に
対
し
て
、
各
自
の

信
仰
体
験
、
信
仰
実
践
の
分

か
ち
合
い
を
行
っ
た
。
午
後

か
ら
は
「
信
仰
と
生
活
」
の

遊
離
を
題
材
と
し
た
寸
劇
を

見
て
の
分
か
ち
合
い
、
３
回

目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
こ
の

研
修
会
を
通
し
て
の
「
気
づ

き
」
に
つ
い
て
分
か
ち
合
い

を
し
、
最
後
に
各
グ
ル
ー
プ

の
「
気
づ
き
」
の
発
表
と
共

同
祈
願
を
テ
ゼ
の
祈
り
の
中

で
奉
納
し
、
研
修
会
を
終
え

た
。

参
加
者
か
ら
は
良
い
研
修

会
だ
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介

す
る
。

・�

参
加
者
の
イ
エ
ス
様
と
の

出
会
い
や
人
生
に
お
い
て

の
関
わ
り
を
知
る
こ
と

で
、
自
分
自
身
の
信
仰
を

見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
で

き
た
。

・�

参
加
者
の
声
を
聞
い
て
い

ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
し
て
気
持
ち
が
明

る
く
な
っ
た
。
自
分
自
身

信
仰
に
対
し
て
も
っ
と
心

広
く
あ
り
続
け
な
け
れ
ば

と
実
感
し
た
。

・�

劇
を
見
て
「
こ
う
あ
る
べ

き
」と
い
う
考
え
方
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
、
た
だ

一
生
懸
命
に
イ
エ
ス
様
と

対
話
す
る
事
し
か
な
い
と

感
じ
た
。

最
後
に
司
教
は
「
各
ブ

ロ
ッ
ク
や
小
教
区
な
ど
で
こ

の
よ
う
な
研
修
会
を
開
催
し

て
ほ
し
い
し
、
要
請
が
あ
れ

ば
福
音
化
養
成
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
を
派
遣
す
る
の
で
活

用
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
こ

れ
を
発
展
さ
せ
た
研
修
会
を

企
画
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

（
福
音
化
養
成
委
員
会　

�

早
川
和
彦
助
祭
）

名古屋教区公式ホームページ　http://www.nagoya.catholic.jp/

宣
教
地
召
命
促
進
の
日
・
献
金�

12
月
１
日

　

こ
の
日
、
私
た
ち
は
、
世
界
中
の
宣
教
地
に
お
け
る
召

命
促
進
の
た
め
に
祈
り
、
犠
牲
を
捧
げ
ま
す
。
当
日
の
献

金
は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
集
め
ら
れ
、
全
世
界
の
宣
教
地
の

司
祭
養
成
の
た
め
の
援
助
金
と
し
て
送
ら
れ
る
。
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福音の
ひびき

12月の説教者

1 日　待降節第 1主日
早川　努

（稲沢教会）
8 日　待降節第 2主日
クンダク・シェンディ・カニシウス

（敦賀教会）
15日　待降節第 3主日

片岡　義博
（富山地区）

22日　待降節第 ４主日
グエン・タン・ヒ
（南山教会）

25日　主の降誕
ソンポタン・カロル・ヨハネス

（聖心布教会）
29日　聖家族

三上　和久
（三馬教会）

新成人を祝う�
教区新年のつどい2020
New�Year�gathering�to��
celebrate�the�new�adults

日　時　2020年1月19日（日）
　　　　14：00～17：00
会　場　カトリック布池司教座聖堂
内　容　14：00司教ミサ
　　　　16：00茶話会（地下ホール）
　　　　17：00終了予定
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局
　　　　☎052-935-2223

福
音
化
養
成
研
修
会
２
０
１
９

城
北
橋
教
会
を
会
場
と
し

て
10
月
５
日
、
福
音
化
養
成

研
修
会
２
０
１
９
が
行
わ
れ

た
。松

浦
司
教
が
２
０
１
６
年

今
年
も
恒
例
と

な
っ
た
ア
パ
レ
シ
ー

ダ
の
マ
リ
ア
祭
が
、

神
言
会
多
治
見
修
道

院
で
10
月
13
日
に
行

わ
れ
た
。
１
７
１
７

年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア

パ
レ
シ
ー
ダ
に
聖
母

マ
リ
ア
が
出
現
さ
れ

た
こ
と
を
祝
う
祭
り

で
、
今
年
で
６
回
目

を
迎
え
た
。
折
し
も

台
風
19
号
が
近
づ
い

て
き
て
い
る
時
で
、

開
催
出
来
る
か
ど
う

か
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

ア
パ
レ
シ
ー
ダ
の
聖
母
マ
リ
ア
祭

多
治
見
修
道
院
に
１
，２
０
０
人
が
集
う

が
、ブ
ラ
ジ
ル
の
人
々
は「
自

分
達
に
は
マ
リ
ア
様
が
つ
い

て
お
ら
れ
る
か
ら
、
必
ず
良

い
天
気
に
な
る
」
と
誰
一
人

心
配
す
る
こ
と
な
く
、
現
に

そ
の
通
り
無
事
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
但
し
前
日
に

準
備
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
、
当
日
は
朝
4

時
か
ら
テ
ン
ト
張
等
を
し
た

と
の
こ
と
。
恵
ま
れ
た
天
気

の
下
に
１
，
２
０
０
人
程
が

集
ま
り
、
聖
母
像
を
中
心
に

行
列
を
作
り
、
松
浦
悟
郎
司

教
、
上
村
勉
、
暮
林
響
、
ア

ン
セ
ル
モ
各
司
祭
の
共
同
司

式
に
よ
る
野
外
ミ
サ
へ
と
続

い
た
。
ミ
サ
の
中
で
松
浦
司

教
は
、
台
風
で
被
害
に
あ
っ

た
人
々
の
た
め
に
、
マ
リ
ア

様
の
取
り
次
ぎ
を
願
い
祈
っ

た
。
続
け
て
、
ア
パ
レ
シ
ー

ダ
の
マ
リ
ア
に
つ
い
て
話
し

た
。
通
訳
は
篠
崎
エ
ジ
ル
ソ

ン
神
学
生
が
行
っ
た
。

午
後
か
ら
は
み
ん
な
で
準

備
し
た
食
事
、
ゲ
ー
ム
な
ど

で
盛
り
上
が
り
、
大
い
に
楽

し
ん
だ
。
閉
会
を
迎
え
る

頃
、
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
の
マ
リ

ア
像
が
入
場
し
、
マ
リ
ア
様

に
よ
る
祝
福
が
司
教
に
よ
っ

て
集
ま
っ
た
人
々
に
与
え
ら

れ
た
。
そ
し
て
ロ
ザ
リ
オ
の

形
の
バ
ル
ー
ン
が
台
風
一
過

の
青
空
に
高
く
放
た
れ
、
そ

の
感
動
的
な
光
景
に
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

祭
り
を
通
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
の
青
年
た
ち
も
準
備
、
典

礼
奉
仕
、
ゲ
ー
ム
等
の
イ
ベ

ン
ト
に
加
わ
っ
て
大
活
躍
を

し
た
。

一
宮
教
会
初
の
ベ
ト
ナ
ム

語
ミ
サ
が
10
月
６
日
に
行
わ

れ
た
。
ミ
サ
は
、
ベ
ト
ナ
ム

人
司
祭
グ
エ
ン　

タ
ン　

ヒ

神
父
（
南
山
教
会
）、
岩
崎

一
二
三
神
父
（
一
宮
教
会
）、

浅
井
太
郎
神
父（
岡
崎
教
会
）

の
共
同
司
式
で
、
ベ
ト
ナ
ム

人
、
日
本
人
な
ど
約
300
人
が

参
列
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
の
青
年
た
ち

は
こ
の
日
の
ミ
サ
の
た
め

に
、
役
割
分
担
な
ど
細
部
に�

わ
た
っ
て
準
備
を
し
て
き
た
。�

ミ
サ
中

の
祈
り

や
歌
声

は
聖
堂

を
震
わ

す
よ
う

な
大
き

な
も
の

で
、
岩

崎
神
父

は
、
自

一
宮
教
会
初
の
ベ
ト
ナ
ム
語
ミ
サ
、

感
動
の
う
ち
に
開
か
れ
る

身
50
年
の
司
祭
生
活
で
「
こ

れ
ほ
ど
熱
心
に
若
者
が
ミ
サ

に
与
る
姿
を
初
め
て
見
た
」

と
感
動
を
表
わ
し
た
。
以

下
、
ミ
サ
後
、
一
宮
教
会
広

報
誌
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ニ
ュ
ー

ス
」
に
寄
せ
た
３
人
の
ベ
ト

ナ
ム
人
信
徒
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
す
る
。

「
岩
崎
神
父
様
、
浅
井
神

父
様
、ヒ
神
父
様
、そ
し
て
、

日
本
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
皆
様
、

大
垣
、
小
牧
、
五
反
城
、
南

山
な
ど
か
ら
来
た
ベ
ト
ナ
ム

人
信
者
の
ミ
サ
に
一
緒
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
松
浦

司
教
様
、皆
様
の
お
か
げ
で
、

カ
ト
リ
ッ
ク
一
宮
教
会
で
、

は
じ
め
て
の
ベ
ト
ナ
ム
語
の

ミ
サ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
今

日
の
ミ
サ
の
た
め
に
、
ベ
ト

ナ
ム
人
信
者
グ
ル
ー
プ
で
、

合
唱
団
、
劇
団
、
ク
ッ
キ
ン

グ
班
な
ど
を
作
り
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
や

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
故
郷
を
離
れ

た
私
た
ち
の
た
め
に
、
ヒ
神

父
様
に
は
毎
月
、
遠
い
と
こ

ろ
を
来
て
い
た
だ
き
ま
し
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
未
熟
な
私
た
ち
が
、

神
様
の
愛
を
信
じ
、
信
仰
の

道
を
歩
ん
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

チ
ャ
ン
・
タ
イ
・
ビ
ン
／�

チ
ャ
ン
・
テ
ィ
・
ロ
ア
ン
／

グ
ェ
ン
・
ト
ゥ
・
フ
ォ
ン
」

研修中での寸劇

（今回の）実行委員を紹介する早川助祭
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信
仰
を
つ
む
ぎ
、
信
仰
を
つ
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
福
音
化
の
歩
み
の
た
め
に
―

茶
の
湯
を
通
し
て
加
賀
、

能
登
に
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を

広
め
た
福
者
ユ
ス
ト
高
山
右

近
殉
教
者
を
し
の
ぶ
「
奉
茶

式
」
が
10
月
14
日
、
金
沢
教

会
聖
堂
で
市
民
や
信
徒
ら
80

人
が
集
っ
て
行
わ
れ
た
。

「
奉
茶
式
」
は
、
金
沢
教

会
信
徒
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
石
川
県
芸
術
文

化
協
会
、
県
茶
協
会
、
北
國

新
聞
社
の
特
別
茶
会
「
右
近

に
点
ず
る
～
列
福
の
加
賀
藩

客
将
」
に
合
わ
せ
、
初
め
て

行
わ
れ
た
。

茶
会
で
席
主
を
務
め
た
裏

千
家
今
日
庵
業
躰
の
奈
良
宗

社
会
福
祉
法
人
Ａ

Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
が
主

催
す
る
ワ
イ
ン
フ
ェ

ス
タ
が
11
月
２
日
、

神
言
修
道
会
多
治
見

修
道
院
（
岐
阜
県
多

治
見
市
緑
ヶ
丘
）
で

開
か
れ
、
大
勢
の
ワ

イ
ン
愛
好
者
や
家
族

連
れ
で
賑
わ
っ
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、

特
設
会
場
で
オ
ー
プ

ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
初
め
に
挨
拶

久
・
県
茶
道
協
会
参
与
が
、

正
午
の
鐘
の
あ
と
、
聖
堂
祭

壇
前
で
作
法
に
の
っ
と
っ
て

お
茶
を
点
て
、
小
祭
壇
に
安

置
さ
れ
て
い
る
高
山
右
近
の

聖
遺
物
の
前
に
供
え
た
。

続
い
て
金
沢
教
会
主
任
司

祭
の
チ
プ
リ
ア
ノ
・
ボ
ン

タ
ッ
キ
ョ
神
父
が
香
を
た

き
、
祝
別
し
た
。
そ
の
あ
と

高
山
右
近
が
聖
人
に
認
定
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
「
列
聖

を
求
め
る
祈
り
」
を
唱
え
、

に
立
っ
た
実
行
委
員
長
の
小

野
直
彦
さ
ん
は
「
Ａ
Ｊ
Ｕ
の

仲
間
が
作
っ
た
ワ
イ
ン
を
味

わ
っ
て
、
食
べ
て
秋
の
収
穫

祭
を
お
祝
い
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
た
。
続
い
て
野
村

純
一
理
事
長
は
「
こ
の
Ａ
Ｊ

Ｕ
自
立
の
家
は
、
障
害
者
が

自
立
で
き
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
一

日
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」、
多
治
見
修
道
院
院
長

の
上
村
勉
神
父
が
「
今
日
は

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
過
ご

安
城
教
会
で
は
、
所
属
す

る
各
国
の
グ
ル
ー
プ
全
て
が

参
加
す
る
「
国
際
ミ
ュ
ー

第
16
回
Ａ
Ｊ
Ｕ
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

来
場
者
３
，０
０
０
人
超
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

今
年
も
大
盛
況
！

第
３
回「
福
島
原
発
事
故
か
ら
８
年
、 

放
射
線
と
避
難
者
の
現
在
」
を
開
催

て
い
た
。
広
場
で
は
肉
料
理

や
、
チ
ー
ズ
、
パ
ン
、
ラ
ー

メ
ン
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
参

加
し
た
人
々
は
美
味
し
い
料

理
に
舌
鼓
を
し
て
い
た
。
特

設
会
場
で
は
、
島
幸
子
さ
ん

の
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
河
原

崎
達
也
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

や
ケ
ン・バ
ル
デ
ィ
ス
の
歌
、

天
野
鎮
雄
さ
ん
、
山
田
昌
さ

ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
た
。
ブ
ド
ウ
畑
の
下

で
は
家
族
連
れ
や
若
い
青
年

男
女
ら
が
弁
当
を
ひ
ろ
げ
、

ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
晩
秋

の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い

た
。
後
日
の
報
告
に
よ
る
と

来
場
者
は
３
，
０
０
０
人
を

超
え
、
今
年
も
盛
大
な
ワ
イ

ン
フ
ェ
ス
タ
だ
っ
た
。

高
山
右
近
を
し
の
び
「
奉
茶
式
」

　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教
会
　

�

列
聖
を
祈
り
、
高
ら
か
に
讃
歌

第
10
回
安
城
教
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

む
こ
と
が
で
き
た
。

各
国
料
理
が
そ
ろ
う
昼
食

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
第
2
部

が
ス
タ
ー
ト
。
主
任
司
祭
の

ボ
ク
ダ
ン
神
父
の
ソ
ロ
曲
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
と
、

続
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
グ
ル
ー

プ
、
ブ
ラ
ジ
ル
グ
ル
ー
プ
の

歌
と
ダ
ン
ス
で
は
、
会
場
一

体
と
な
る
よ
う
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

「
近
年
は
減
少
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
参
加
者
も
、
今
年

は
多
く
集
ま
っ
て
よ
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
、
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
ブ
ラ
ジ
ル
グ

ル
ー
プ
の
エ
イ
ケ
さ
ん
を
は

じ
め
、
み
ん
な
が
喜
ん
で
い

た
。

（
安
城
教
会
広
報
委
員　

�

熊
谷
由
布
子
）

に
各
国
グ
ル
ー
プ
が
様
々

な
形
で
協
力
し
合
う
こ
と

で
、
歌
を
披
露
す
る
だ
け
で

な
く
準
備
段
階
か
ら
私
た
ち

に
一
体
感
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
、
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
内
容

は
、
主
に
聖
堂
で
聖
歌
を
披

露
す
る
第
１
部
と
、
ホ
ー
ル

で
行
う
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
色
が
強
い
第
２
部
の
構

成
。
昨
年
か
ら
は
全
体
の
司

会
進
行
を
日
本
語
・
英
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
３
ヶ
国
語

で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
今

年
の
第
1
部
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
軽
快
に
歌
う
「W

alk�
in�the�light

」か
ら
ス
タ
ー

ト
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
南
米
、

日
本
の
各
グ
ル
ー
プ
が
美
し

い
コ
ー
ラ
ス
を
響
か
せ
て
く

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
を
楽
し

福
信
館
に
て
10
月
19
日

「
サ
ヨ
ナ
ラ
! !
『
今
だ
け
金

だ
け
自
分
だ
け
』」
を
テ
ー

マ
に
し
た
19
年
度
正
義
と
平

和
委
員
会
学
習
会
の
第
３
回

目
「
福
島
原
発
事
故
か
ら
８

年
、
放
射
線
と
避
難
者
の
現

在
」
を
開
催
し
た
。

人
々
の
生
命
、
生
業
、
自

然
を
子
々
孫
々
ま
で
奪
っ
た

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
福

島
原
発
事
故
か
ら
８
年
経
つ

今
、
ま
る
で
な
か
っ
た
か
の

如
き
、
日
本
国
内
で
は
20
年

開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

狂き
ょ
う
奔ほ

ん
し
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
も
な
お
５
万
人
が
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
、
増
加
し

続
け
る
放
射
能
被
爆
、
汚
染

水
・
土
、
風
評
被
害
、
等
、

深
刻
な
問
題
が
山
積
み
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
専
門
家
・
大

沼
淳
一
さ
ん
（
原
子
力
市
民

委
員
会
委
員
）
と
避
難
生
活

者
・
岡
本
早
苗
さ
ん
（
原
発

事
故
避
難
者
の
会
・
愛
知
）

か
ら
伺
っ
た
。

○�

で
た
ら
め
な
日
本
政
府
の

対
応

初
め
に
、
大
沼
さ
ん
が
８

年
間
の
放
射
能
汚
染
に
つ
い

て
話
さ
れ
た
。
２
０
１
１
年

12
月
16
日
に
当
時
の
野
田
首

相
が
事
故
原
子
炉
の
破
局
的

状
態
は
収
束
さ
れ
た
と
の
宣

言
、
２
０
１
３
年
９
月
７
日

安
倍
首
相
、
事
故
炉
は
ア
ン

ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
と
宣

言
し
た
。
し
か
し
、事
故
後
、

そ
れ
ま
で
の
被
爆
限
度
年
間�

た
ち
を
放
置
し
、
17
年
３

月
、
帰
還
困
難
地
域
を
除
く

全
区
域
を
一
斉
に
指
定
解
除

し
、
帰
還
の
圧
力
を
か
け
て

い
る
。
ま
た
、
現
状
100
年
後

も
住
め
な
い
帰
宅
困
難
地

域
、
汚
染
水
の
保
管
敷
地
の

不
足
か
ら
海
洋
放
水
、
汚
染

土
壌
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
未

確
保
に
よ
る
汚
染
土
の
フ
レ

コ
ン
パ
ッ
ク
の
野
積
み
、
そ

「
加
賀
の
野
に
、
能
登
の
海

に
」
の
歌
詞
が
繰
り
返
さ
れ

る
、
金
沢
教
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
高
山
右
近
讃
歌
「
光
は
今

も
」
を
歌
っ
た
。

参
列
者
か
ら
は
「
信
仰
と

茶
の
湯
の
融
和
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。

茶
会
の
待
合
に
充
て
ら
れ

た
信
徒
会
館
１
階
ロ
ビ
ー
で

は
、
高
山
右
近
の
足
跡
を
紹

介
し
た
パ
ネ
ル
や
手
作
り
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
並
べ
た

金
沢
教
会
の
資
料
展
示
会
も

開
か
れ
、
茶
会
参
加
の
市
民

ら
が
見
入
り
、
手
に
取
っ
て

関
心
を
寄
せ
た
。

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
毎
年
秋
に
開
催
し
て
い

る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
各
国

グ
ル
ー
プ

の
交
流
を

深
め
る
目

的
で
始
ま

り
、
内
容

の
試
行
錯

誤
を
積
み

重
ね
、
今

年
９
月
29

日
の
開
催

を
も
っ
て

10
回
目
を

迎
え
る
こ

と
が
で
き

た
。企

画
の

中
心
は
ブ

ラ
ジ
ル
グ

ル
ー
プ
が

務
め
て
い

る
。
さ
ら

１m
Sv

を
20m

Sv

に
し
た�

変
更
を
８
年
後
の
今
も
も
ど

し
て
い
な
い
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
で
は
年
間
20m

Sv

以
上

の
汚
染
地
域
は
強
制
避
難

ゾ
ー
ン
、
年
間
５m

Sv

以

上
は
居
住
禁
止
、
年
間
１

m
Sv

で
避
難
の
権
利
と
さ

れ
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は

残
酷
に
も
、
福
島
の
子
ど
も

し
て
く
だ
さ
い
」、
多
治
見

市
長
と
中
日
新
聞
社
社
会
事

業
部
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ゲ
ス
ト
の
紹
介
の
後
、
島
幸

子
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で

フ
ェ
ス
タ
が
開
幕
。

試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
は
早
く

も
行
列
が
で
き
て
Ａ
Ｊ
Ｕ
が

提
供
す
る
ワ
イ
ン
を
味
わ
っ

の
た
め
、
汚
染
土
８
０
０
０

Bq
／
㎏
以
下
の
再
利
用
、
全

国
の
公
共
事
業
へ
の
利
用
に

決
定
。
日
本
全
国
誰
も
が
放

射
能
汚
染
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
等
、
日
本
政
府
の
棄
民
政

策
、
で
た
ら
め
な
対
応
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、政・官・財・

マ
ス
コ
ミ
の
不
都
合
な
真
実

の
隠い

ん
蔽ぺ

い
を
告
発
さ
れ
た
。

�

（
竹
谷　

基
神
父
）

『悲しみの星条旗』ＤＶＤ上映会と対談会
「松浦悟郎司教とエィミ・ツジモト」

　2011年3月の東日本大震災と福島第１原発事故の救援活動で
ある『トモダチ作戦』に参加した米軍兵士たちが被ばくし、
現在９人が死亡、多数の兵士が、国からの援助を受けられな
いまま、健康被害を訴えています。
　兵士たちの苦しみを証言する朗読劇『悲しみの星条旗』を
DVD化したものを視聴して事実を知り、わたしたち一人一人
が『放射能』『人権』などを考える機会としたいと望んでいます。
日　時　12月7日（土）　13：30開場
　　　　14：00～16：30
場　所　カトリック布池司教座聖堂地下ホール
内　容　第１部　�朗読劇「悲しみの星条旗」�

上演のDVD視聴
　　　　第２部　�エィミ・ツジモトさんと�

松浦悟郎司教の対談
参加費　�無料　但し　整理券を発行します。
　　　　（各小教区、団体へ配布の予定）、当日入場可。
主　催　�ともだちユニット（企画統括・エィミ・ツジモト）
後　援　名古屋教区信徒使徒職協議会
　　　　名古屋教区女子修道会在俗会連盟
　　　　名古屋教区正義と平和委員会
　　　　次世代を考える会、他
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信
仰
を
つ
む
ぎ
、
信
仰
を
つ
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
福
音
化
の
歩
み
の
た
め
に
―

「青年のための聖書の学び」12月15日（日）
テーマ：イエス様の誕生会
（皆で夕食を作ってお祝いする。）

対　象　青年男女（18～32歳）
時　間　�14：00～19：50（高校生は16：30まで）13：30玄関を

開けます。自己紹介 歌、15：30買い出し 料理準
備 料理 配膳、17：00休憩。FBで詳しいことはお
伝えします。共同体と共に祈りと食事をする。食
費：自由献金、19：45糾明 サルヴェ・レジナ、終了

FB　　 「青年のための聖書の学び」
HP　　 http://www.concepcionistas.jp/
基本的に毎月第3日曜日が「聖書の学び」の日です。
連絡先　☎052-782-5850　名古屋市千種区園山町1-56
　　　　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
担当者　シスター碇（いかり）政子

尾
張
・
美
濃
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
追
悼
し
祈
る

一
宮
教
会
巡
礼
旅
行

「
赦
し
合
う
こ
と
、
慈
悲
の
心
の
大
切
さ
を
学
ぶ
」

一
宮
教
会
は
尾
張
・
美
濃

地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
ま
つ

中
、美
濃
加
茂
教
会
で
休
憩
。

主
任
の
ジ
ュ
ン　

ユ
ー
チ
ョ

ル
神
父
よ
り
美
濃
加
茂
教
会

設
立
に
尽
力
し
た
フ
リ
ッ

ツ
・
パ
ト
リ
ッ
ク
神
父
（
ス

カ
ボ
ロ
外
国
宣
教
会
）
の
話

を
聞
く
。

昼
食
後
、
岐
阜
県
笠
松
町

の
専
養
寺
を
訪
れ
て
、
森

俊し
ゅ
ん

徳と
く

住
職
か
ら
、
寺
の
歴

史
や
寺
宝
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺

物
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
。

10
年
前
の
こ
と
、
住
職
の
妻

の
森
香こ

う

禮れ
い

尼
は
座
敷
の
戸

袋
の
前
で「
こ
こ
に
あ
る
」

と
い
う
声
を
聞
き
、
そ
の

中
か
ら
新
聞
紙
に
包
ま
れ

た
踏
み
絵
を
発
見
し
た
。

も
し
や
と
、
以
前
か
ら
寺

に
あ
っ
た
観
音
像
を
観
て

も
ら
う
と
、
マ
リ
ア
観
音

と
判
明
。
一
連
の
こ
と
は

当
時
、
新
聞
等
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

住
職
は「
こ
の
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
信
仰
を
失
っ
た
日
本

人
に
信
仰
の
大
切
さ
を
伝
え

た
く
て
マ
リ
ア
観
音
さ
ん
は

世
に
出
ら
れ
た
の
か
な
と
思

う
」
と
語
っ
た
。

そ
の
本
堂
で
、
マ
リ
ア

観
音
と
踏
み
絵
を
前
に
し

て
、
美
濃
・
尾
張
の
地
で
信

仰
に
殉
じ
た
人
た
ち
を
思
い

起
こ
し
て
追
悼
の
祈
り
を
捧

げ
た
。
次
に
、
笠
松
町
の
善

光
寺
を
訪
ね
、
志し

智ち

慈じ

郎ろ
う

住

職
か
ら
寺
の
歴
史
や
キ
リ
シ

タ
ン
が
処
刑
さ
れ
た
大
臼
塚

（
ゼ
ウ
ス
が
な
ま
っ
て
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）、
寺

の
一
角
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン

追
悼
の
石
塔
に
つ
い
て
の
話

を
聞
い
た
。
こ
の
場
所
は
か

つ
て
罪
人
の
牢
屋
だ
っ
た
と

い
う
。善
光
寺
の
始
ま
り
は
、

悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の

に
断
罪
さ
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン

た
ち
を
憐
れ
に
思
っ
た
あ
る

武
家
夫
婦
が
キ
リ
シ
タ
ン
を

供
養
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出

た
こ
と
か
ら
だ
と
い
う
。
住

職
は
日
本
の
現
状
に
も
言
及

し
て
、
赦
し
合
う
こ
と
、
慈

悲
の
心
の
大
切
さ
を
強
調
し

た
。
寺
の
敷
地
で
、
大
臼
塚

の
方
に
向
か
っ
て
追
悼
の
祈

り
を
行
っ
た
。

帰
路
、
走
る
バ
ス
か
ら
木

曽
川
の
河
川
敷
に
あ
る
大
臼

塚
を
見
た
。
ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
４
環
目
、「
栄
の
神
秘
」

が
丁
度
終
わ
っ
た
午
後
４
時

過
ぎ
に
バ
ス
は
無
事
に
一
宮

教
会
に
到
着
。
恵
み
に
満
ち

た
巡
礼
の
旅
が
終
わ
っ
た
。

参
加
者
の
感
想
の
一
部
を
紹

介
す
る
。「
近
く
に
キ
リ
シ

タ
ン
に
ま
つ
わ
る
お
寺
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
た
。

二
つ
の
お
寺
で
話
を
伺
っ
て

感
銘
し
た
」「
迫
害
の
中
で

も
信
仰
を
守
り
続
け
て
き
た

キ
リ
シ
タ
ン
と
、
慈
悲
の
心

で
キ
リ
シ
タ
ン
を
守
り
、
供

養
を
し
て
く
れ
た
人
た
ち
の

こ
と
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と

が
出
来
て
、
大
変
有
意
義
な

巡
礼
と
な
っ
た
」

わ
る
地
を
訪
ね
、
追
悼
と
祈

り
を
捧
げ
る
巡
礼
旅
行
を
10

月
14
日
に
行
っ

た
。
岩
崎
一
二

三
神
父
（
一
宮

教
会
）
と
浅
井

太
郎
神
父
（
岡

崎
教
会
・
教
区

殉
教
者
顕
彰
委

員
会
委
員
長
）

同
行
の
も
と
、

岡
崎
教
会
か
ら

の
４
人
を
含
む

36
人
が
参
加
し

た
。９

時
小
雨
が

降
り
出
す
中
、

バ
ス
は
美
濃
・

尾
張
キ
リ
シ
タ

ン
顕
彰
碑
建
設

予
定
地
（
岐
阜

県
可
児
市
塩
）

を
目
指
し
て
出

発
。
浅
井
神
父

は
「
私
た
ち
が

足
を
運
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
殉
教
し
た
キ
リ

シ
タ
ン
た
ち
の
復
活
を
証
し

す
る
こ
と
に
な
る
し
、
私
た

ち
は
証
し
人
に
な
る
」
と
説

明
。
車
中
は
岩
崎
神
父
の
提

案
と
先
唱
で「
喜
び
の
神
秘
」

か
ら
始
ま
る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈

り
を
続
け
た
。
江
戸
時
代
前

期
、
尾
張
・
美
濃
で
濃
尾
崩

れ
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
キ

リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
あ
っ
た
。

１
６
６
１
年
、
塩
村
の
キ
リ

シ
タ
ン
が
捕
縛
さ
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
３
，
０
０
０

人
に
達
す
る
信
者
が
犠
牲
と

な
り
、
当
地
の
キ
リ
シ
タ
ン

は
根
絶
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

到
着
し
た
顕
彰
碑
建
設
予

定
地
で
、
教
区
初
の
公
式
追

悼
式
を
行
っ
た
。
山
に
囲
ま

れ
て
い
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
に

と
っ
て
は
忍
び
易
い
地
で

あ
っ
た
ろ
う
と
参
加
者
た
ち

は
当
時
に
想
い
を
は
せ
る
。

次
の
目
的
地
に
向
か
う
途

東
八
事
霊
園
第
二
カ
ト

リ
ッ
ク
墓
地
で
11
月
３
日
、
教
区
合
同
追
悼
ミ
サ
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
墓
地
に
ゆ
か
り

の
あ
る
信
徒
、
家
族
連

れ
約
140
人
が
参
列
し
た
。

北
村
雅
彦
神
父
（
聖
心

教
会
）
が
主
式
し
早
川

和
彦
助
祭
が
奉
仕
し
た
。

北
村
神
父
は
一
昨
年
、

親
し
か
っ
た
神
父
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
に
触
れ

「
神
学
校
で
勉
強
し
て
い

た
仲
間
で
30
代
半
ば
の

人
。
国
籍
は
韓
国
。
韓

国
で
は
叙
階
式
の
時
沢

名
古
屋
教
区
合
同
追
悼
ミ
サ

山
の
お
祝
い
の
品
を
い
た
だ

く
が
、
私
の
家
庭
で
は
特
に

お
祝
い
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
す
る
と
彼
は
『
そ

れ
で
は
こ
の
カ
リ
ス
を
あ
げ

る
か
ら
使
っ
て
く
だ
さ
い
』

と
。
も
う
彼
と
話
す
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
い
た
だ
い
た

カ
リ
ス
で
彼
を
思
い
出
し
な

が
ら
ミ
サ
を
捧
げ
ま
す
」
と

語
っ
た
。

ミ
サ
後
、
水
の
祝
別
が
行

わ
れ
、
聖
別
さ
れ
た
水
を

持
っ
て
二
人
は
別
々
に
、親
、

兄
弟
姉
妹
や
先
祖
ら
が
静
か

に
眠
る
全
て
の
お
墓
を
回
っ

て
清
め
た
。

ラビリンスメディテーションへのおさそい
　ラビリンスは、人生のふりかえり（どこからどこへ
行くのか）イエスのみ心の巡礼。自分自身の内におら
れる神の存在への巡礼心の痛みの（癒しの）巡礼など、
自由なテーマに沿って歩くことができます。

2020年度�ラビリンスメディテーション予定
原則として第4土曜日　7月は第3土曜日

日　時 テーマ
1 1月25日 マタイ4・12-23「わたしについて来なさい」

2 2月22日 マタイ5・38-48「父は悪人にも善人にも太陽を
昇らせる」

3 3月28日 ヨハネ11・1-45「わたしは復活であり、命である」
4 4月25日 ルカ24・13-35「一緒にお泊りください」

5 5月23日 マタイ28・16-20「わたしは世の終わりまで、い
つもあなたがたと共にいる」

6 6月27日 マタイ10・37-42「わたしのために命を失う者は、
かえってそれを得る」

7 7月18日 マタイ13・24-43「耳のある者は聞きなさい」
8 8月 お休み
9 9月26日 マタイ21・28-32「誰が父親の望みどおりにしたか」

時　間　13：30～16：30
場　所　聖霊ミッションセンター（旧八事聖霊幼稚園）
　　　　〒466-0825　名古屋市昭和区八事本町1
　　　　�地下鉄名城線「八事日赤」駅　1番出口を出

て右方向へ、すぐの角を右折、次の角も右折。
信号を左折し門へ徒歩5分

参加費　200円
問合せ　☎052-832-0434　聖霊修道院

主にささげる24時間～聖体礼拝
　主税町記念聖堂では月に2回、聖体礼拝が行われています。
開始時と終了時にミサが行われます。どうぞご参列ください。
日　時　毎月第2・第4木曜日��木曜日19：00～金曜日19：00
　　　　�（12月第4木曜日、2020年1月第1木曜日はお休み

です）
場　所　主税町記念聖堂　名古屋市東区主税町3-33
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223
責任者　平田政信神父　携帯電話090-1623-1170

『初土曜日・ロザリオの集い』
日　時　毎月第1土曜日　13：00～
場　所　カトリック押切教会　名古屋市西区名西1
司　祭　島袋幹男神父、他
スケジュール
　　　　13：00～聖体賛美式・告解・ロザリオの祈り
　　　　14：00～ミサ
　　　　15：00～��聖母マリアの汚れなきみ心への奉献の祈り
　　　　15：30～お茶タイム
主　催　ロザリオの集いの会
問合せ　高木光男　☎090-5451-4775

Christmas�Meditation
2019、クリスマス　メディテーション
「�今日、あなたがたのために救い主が�
お生まれになった」　ルカ福音書2章11節

　クリスマスは、イエス・キリストの誕生を祝う日です。
キリスト教会では貧しい馬小屋で生まれたイエスを毎年盛
大にお祝いします。
　このメディテーションは救い主イエスの誕生の喜びをオル
ガン演奏や賛美歌でお届けするものです。そして世界中で
生まれるすべての子どもに神の祝福があることを祈ります。
日　時　12月21日（土）10：30開場　11：00開演
場　所　カトリック布池教会大聖堂
交　通　地下鉄「新栄町」駅下車徒歩6分
　　　　地下鉄「車道」駅下車徒歩5分
　　　　JR「千種」駅下車徒歩7分
入　場　�無料。メディテーションの献金は全額、中津川市

の麦の穂学園乳児ホーム「かがやき」へ寄付します。
主　演　布池教会挙式部オルガニスト
　　　　女性合唱団コールリリアス
協賛主演　豊田市少年少女合唱団ALUMNI
問合せ　カトリック布池教会　☎052-935-6305

本文中のマリア観音（中央）と踏み絵（右）「�ほしをみつめて 三人の王さまのたび」
� 1,320円（税込）　出版社：女子パウロ会

クリスマス前の雪降る日、3人
兄弟は聖書の東方の王様に扮し
て食べ物がない人たちのために、
寄付を頼んで家々を回りました。
賢者（王様）たちがイエス様へ
の贈り物を用意したように。森
の近くの廃屋で赤ちゃんのいる
家族に出会います。まだ言葉の
通じない3人の難民でした。
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皇
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企
画
展
の
記
事
で
教
区
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と

あ
り
ま
す
が
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
し

た
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訂
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。
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す
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れ
て
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す
。
早
め
の
投
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願
い
ま
す
。

例
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ニ
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ま
た
２
月
号
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掲
載
の
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合⇒

12
月
末
日

と
な
り
ま
す
。

名古屋教区

こどものつどい
日　時　12月1日（日）
　　　　14：00～16：00
場　所　カトリック城北橋教会
　　　　名古屋市北区金城1丁目1-57
　　　　��14：00～司教ミサ。ミサ後1 階

ホールでレクリレーション
問合せ　教会学校　教師会事務局
　　　　東山教会　☎052-781-6514

2019年度 
名古屋教区、神言会・聖霊会�
JPIC 勉強会シリーズ

21世紀おいて必要とされる和解と協力
第4回　オリンピックの理想
日　時　2020年1月26日（日）　13：30～16：00
講　師　近藤良亨さん（名古屋学院大学スポーツ健康学部）
会　場　聖霊病院2階聖霊ホール
　　　　名古屋市昭和区川名山町56
　　　　�地下鉄鶴舞線「いりなか」駅下車1番出口より右へ

徒歩2分
駐車場　有料　公共交通機関をご利用ください。
問合せ　カトリック東海教会　Fr.アントニー　☎0562-33-0044
　　　　川名山聖霊修道院　Sr. 三根　☎052-861-3255

カルメル修道会 土曜静修 in 名古屋
―カルメル会士とともに過ごす聖母の土曜日―
日　時　2020年1月11日、2月1日。以降未定。
　　　　★12月7日の静修は中止となりました。
　　　　★月により週が異なるのでご注意下さい。
　　　　いずれも土曜日。13：00～17：00
　　　　講話・黙想・ミサ・教会の祈りなど。
場　所　カルメル修道会�日比野（本部）修道院
　　　　（カトリック日比野教会）
交　通　地下鉄名港線「日比野」駅下車徒歩約8分
その他　参加の事前連絡は不要。直接お越し下さい。
　　　　当日は千円程度のご寄付をお願いします。
　　　　ゆるしの秘跡にあずかることができます。
問合せ　男子跣足カルメル修道会　一日静修係
　　　　FAX　052-681-6445
　　　　E-mail��hibino@carmel.or.jp

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約73.5％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

605件�29,４13,990円
（10月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

お知らせ
○名古屋教区本部事務所のお休み
　12月27日（金）～ 2020年1月3日（金）
　1月6日（月）より仕事始め。
○聖パウロ書院のお休み
　12月25日（水）、12月29日（日）～ 2020年1月3日（金）
　1月4日（土）より開店。

《 聖パウロ書院からのご案内 》

＊ロザリオの祈り＊
　どなたでも自由に参加できます。
毎月第2日曜日14：00～（約40分）
12月8日（日）はお休み、2020年1月12日（日）
聖パウロ書院　名古屋市東区葵1-13-2　☎052-936-4443

　名古屋教区本部よりお知らせ�（10月11日付）
　年度の途中ですが、名古屋教区にベトナム人司祭を迎える
ことができました。その他のお知らせもします。
1）��ロー神父（ロー�スアン�ダム��Lo�Xuan�Dam,�M.M）メリノール会
　　任命　＊�富山地区　共同宣教司牧チーム協力司祭
　　　　　＊�北陸ブロック　ベトナム人司牧協力
　　居住　カトリック富山教会
　　�ロー神父は主に北陸ブロックに居住するベトナム人司牧
のためにどのように働いてもらうのかをブロックの司祭
団の中で話し合い、その計画に従って司牧活動をするこ
とになっている。

2）法人事務局長
　　任命　＊太田実神父（名古屋教区）
　　�今後、行政とのやり取り、法人としての対外的なやり取
りは法人事務局長がすることになった。現在の事務局長
である平田政信神父は司教に関する事、教区の宣教司牧
に関することの事務局長として今後も続ける。

3）��名称変更「セクシュアルハラスメント対応委員会」
　　�これまでは、セクシュアルハラスメント対策委員会の名
称で活動していたが、全国の組織の名称と統一するため
に、「対策」を「対応」に変更。この委員会は、具体的なケー
スの対応（相談や対応の決定）と啓発を担う。

第13回『あとから来る者のために』
原発勉強会

　どなたでも、気軽にご参加ください。
　一緒に原発について考えましょう。
日　時　12月14日（土）13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
参加費　200円　　主　催　次世代を考える会
問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360

みんなで歌おう！�
パイプオルガン・合唱・聖歌・ハンドベル
による音楽のアドベントカレンダー�

そしてクリスマスのお話
　今年は少し早くクリスマスを待ち望む喜びをみんなで分け
合いましょう！　南山教会での素敵なクリスマスのお祝い。
日　時　12月14日（土）　13：30開場　14：00開演
会　場　カトリック南山教会大聖堂
　　　　名古屋市昭和区南山町1
交　通　地下鉄鶴舞線「いりなか」駅下車徒歩5分
プログラム
　　　　グレゴリオ聖歌「アヴェ・マリア」他、
　　　　パイプオルガン「目覚めよと呼ぶ声あり」他、
　　　　ハンドベルで奏でるクリスマスキャロル、
　　　　みんなで歌いましょう「荒野のはてに」他
出演者　（聖書朗読）ブルーノ・ダシオン神父
　　　　（オルガン）吉田文
　　　　（グレゴリオ聖歌＆合唱）南山教会聖歌隊有志、
　　　　　　　　　　 名古屋グレゴリオ聖歌を歌う会
　　　　（ハンドベル）名古屋女子大学音楽第4ゼミ
　　　　（クリスマスキャロル）お越し下さったみなさま。
入　場　�無料（コンサート後に運営費用並びにホスピス�

聖霊後援会「ぶどうの会」への寄付をお願いします）
問合せ　吉田文　☎090-6076-8490

東日本大震災・福島原発事故、災害支援金の報告
★�発災時よりカリタス福祉委員会へ振込された支援金のご報告
　・��2011.3. 17（発災後募金開始）から　2019.10. 31までの�
合計　31,187,472円

☆2019年10月　振込された支援金
　　1件　21,982円　（振込手数料引き去り後の金額）
　　振込ご協力いただいた小教区他　　金沢教会
★�名古屋教区の支援金は大阪教会管区震災復興支援プロジェク
ト、福島での原発被災支援活動されている団体を中心に支援
しています。引き続き皆様のご支援、ご協力をお願い致します。
　・��毎月の支援状況は名古屋教区報で報告。
　・���各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活
動日記のHPに掲載。　http://caritasjapan.jugem.jp

支援金振込先
口座番号：００８２０－５－１３７４５６
　　名義：カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会
※「東日本大震災・災害支援金」と募金の意向を記入願います

ご連絡・問合せ先
名古屋教区カリタス福祉委員会
　　電話　052-852-1426　　FAX　052-852-1422


